






要約:川崎病に起因する腸骨動脈瘤例に対し Y字グラフトを用いての血行再建を行い、良好

な結果を得たので報告する。 

患児は 11 歳 6 か月の男児である。川崎病り病時に冠動脈瘤とともに巨大腸骨動脈瘤が発生

した。経年的な追跡により、腸骨動脈瘤の出口部の狭窄所見の進行が認められたため、血

行再建術を行った。末梢動脈瘤に対する外科治療の報告はきわめて少なく貴重な症例であ

ると思われる。 


